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町内の民謡・舞踊・詩吟・三味線・
太鼓・尺八など文化連盟の会貞の方が
日ごろの練習の成果を披露します。
●日時11月3日　午後3時から

●会場　中央公民館大ホール

文
化
祭
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
つ
ど
い

菊花・おもと・盆栽・勺三花・書道・
水盛痢・量形成・アートフラワー・写
其・陶芸・ちぎり絵・短歌・俳句・ペ
ン習字・手編み・絵画－各同好会員
の力作が一堂に観賞できます。
●日時　11月4日～10日　午前8時30
分～午後9時　●会づ易　中央公民館

「いのち」「大黄河」「都の風」な
どＮＨＫの人気番組のパネルを展示し
ます。
●目時11月4日～12日　午前8時30
分～午後9時　●会場　中央公民館



11月3日オープン

学び・語らい
ふれあいの場
水巻町中央公民館

′’、

●所在地　〒807遠賀郡水巻町大字頃未880番地の5

●敷地面積　5，861ｎｌ

●構　　造　鉄筋コンクリート造　2階建

●建築面積　3，180前（1階／2，024ｎｊ　2階／1，042ｎう

塔屋／114ｎｊ）

●総事業費　9億2，282万4千円

光量、舞台つきの和室（1階）

図書室（2階）5，000冊の本があります



階 使用室区分 ．′、
使 用 料

（1時蘭）

冷暖房料

（1時間）
憺∴苓∴考

ユ

階

大ホール

ホ＿ん
2，300 ト ＋＋＋ 舞台照明使用

の場合

1時間

2，000円増

舞　 台 1，500

全　 面 3，800

和室（楽屋） 1 室 100 100

洋室操星） 1 室 100 100

大 和 室

舞　 台 200 100
舞台照明使用

の場合

1時間

200円増

1（舞台側） 400 200

2（凍瀾側） 200 100

全　 面 800 400

、小′、会　 議㍉ 室 200 100

調 理 実 習 室 400 400

、2

階

．大会議室

1 200 200

2 400 200

全　 面 600 400

視聴覚室
調整室 200 100

研修室 500 300

中　 研　 修　 室 400 200

児　　 童　　 室 200 100

備　考

◎町外の人が使用する場合は、10割増

◎町外の社会教育関係団体が使用する場合は、5割増

◎入場料（これに類するものを含む。）を徴収して使用する

場合は、20割増

開館時聞及び休館日
室　　 名 開館時間 休　　 館宣言！錮

ホ　 ー　 ル
午前　 午後

8 ：30～10 ：00 毎月第 3 日曜日
年末年始（12月29 日～翌年 1 月 3 日）

会　 議　 室

視聴覚室等

午前　 午後

8 ：30～10 ：00

図　 書　 室

フラノニミ

平日と日曜 日

午前　 午後

11：00～ 7 ：00

土曜日
午後　 午後

1 ：00、 5 ：00

毎週月曜日・毎月第 3 日曜 日

祝祭日・
年末年始（12月29日～翌年 1 月 3 日）

設備等使用料

宰 ナノ 映写機 ＯＨＰ 睾響枚 皐堅牢
レコード

プ、レアヤや
調理台

円 円 円 円 円 円 円

2，00 0 1，000 500 2，000 1，000 1，000 300

1 回に 1 回に 1 回 に 1 回に 1 回に 1 回 に 1 台 に

つ き つ き つ き つ き つ き つ き つ き



働
き
盛
り
の
四
十
歳
代
　
－
　
家
庭
や
仕
事
の
中
心

に
な
っ
て
働
く
人
た
ち
、
や
や
も
す
る
と
健
康
の
こ

と
な
ど
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

働
き
盛
り
だ
か
ら
こ
そ
健
康
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
年
代
で
も
あ
る
の
で
す
。

申
年
と
呼
ば
れ
始
め
る
四
十
歳
代
　
－
　
こ
の
人
た

ち
の
体
と
心
に
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
て
く

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め

に
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

や
く
ど
し

か
。
男
性
の
場
合
は
ク
厄
年
と
成
人
病
″
に
、
女
性

は
〝
更
年
期
障
害
″
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
み
ま
し

た
。
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厄
年
を
侮
る
な

男
の
厄
年
は
二
十
五
歳
、
四
十
二
歳
、
六

十
一
歳
と
三
回
あ
り
ま
す
。
曹
か
ら
の
言
い

伝
え
で
、
厄
年
に
は
災
い
が
起
こ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
健
畢
回
に
つ
い
て
は
科
学
的

な
根
拠
が
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特

に
四
十
二
歳
の
厄
年
と
も
な
る
と
、
体
力
が

衰
え
始
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
精
神

的
に
は
ま
だ
ま
だ
若
い
つ
も
り
で
い
る
ー

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
気
付
か
ず
に
、
つ
い
二
十

代
、
三
十
代
の
つ
も
り
で
無
理
を
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
一
度
病
気
に
な
る
と
大
病
に

な
り
や
す
い
の
で
す
。

生
理
学
的
に
み
て
も
、
三
十
歳
代
で
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
所
見
が
検
査
で
急
に
現
れ
る

の
が
、
厄
年
の
あ
る
四
十
歳
代
か
ら
で
す
。い
つ

具
体
的
に
い
い
ま
す
と
、
昔
な
ら
ば
脳
溢

血
に
な
り
や
す
い
と
か
動
脈
硬
化
が
始
ま
る

と
い
っ
た
も
の
が
主
流
で
し
た
が
、
愚
近
は

肝
機
能
が
弾
く
な
る
と
か
心
臓
病
に
な
り
や

す
い
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

四
十
歳
代
は
成
人
病
の
入
口
■
と
い
わ

れ
て
い
る
の
も
、
生
理
学
的
見
地
か
ら
の
も

の
で
、
こ
の
這
年
年
代
一
を
無
事
に
過
ご

す
か
ど
う
か
が
、
そ
の
後
の
長
い
人
生
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
し
ま
す
。

四
十
歳
に
な
っ
た
ら

〝
厄
年
検
診
″
を

ス
ト
レ
ス
、
体
力
の
衰
え
、
肥
満
な
ど
、

四
十
代
は
い
ろ
い
ろ
な
負
担
が
急
に
か
か
り

始
め
る
年
代
で
す
。

（

こ
れ
ら
の
負
担
を
ど
う
軽
く
し
て
い
く
か

－
ふ
だ
ん
か
ら
の
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
検

診
）
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
、
四

十
歳
代
（
厄
年
）
を
節
目
に
年
一
回
く
ら
い

の
割
合
で
検
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
今
ま
で
ず
っ
と
健
康
だ
っ
た
か
ら
と

い
う
過
借
は
禁
物
で
す
。
目
に
は
見
え
な
い

体
力
の
衰
え
、
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
を
侮
誓

後
で
大
病
を
す
る
の
も
、
厄
年
を
甘
く
み
る

こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で

す
。

更
年
期
な
ん
て

怖

く

な

い

女
性
の
四
十
代
と
い
う
の
は
、
成
熟
期
か

ら
老
年
期
へ
の
移
行
期
で
、
更
年
期
を
迎
え

る
世
代
で
す
。
更
年
期
障
害
と
は
、
こ
の
時

期
に
起
こ
る
女
性
特
有
の
肉
体
的
、
精
神
的

な
障
害
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

人
生
の
変
化
期
■
で
あ
る
更
年
期
を
乗

り
切
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

女
性
で
あ
れ
ば
だ
れ
も
が
通
る
道

更
年
期
は
卵
巣
の
ホ
ル
モ
ン
・
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、
機
陳
が
低
下
し
、
月
経
が
不
頓

に
な
っ
た
り
、
つ
い
に
は
閉
経
と
な
る
。
女

性
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
通
る
道
で
す
。
こ
の

時
輿
女
性
は
体
の
変
調
か
ら
情
緒
不
安
定

に
な
り
、
ほ
て
り
、
の
ぼ
せ
、
頭
痛
な
ど
人

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
訴
え
ま
す
。

こ
れ
が
更
年
期
障
害
で
す
。

監

日

間

且

精
神
的
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態
を
招
く

四
十
代
は
、
子
供
が
成
長
し
親
離
れ
し
た

り
、
ま
た
、
親
や
知
人
を
亡
く
し
た
り
す
る

年
代
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
喪
失
体
験

か
ら
「
人
生
は
寂
し
い
」
「
自
分
は
今
ま
で

何
を
し
て
き
た
の
か
」
「
自
分
は
こ
の
家
に

と
っ
て
、
も
う
大
事
な
存
在
で
は
な
い
」
な

ど
と
思
い
込
み
、
精
神
的
な
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
陥
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
引
き
起
こ

す
の
で
す
。

（

年
一
回
は
受
け
る
よ
う
に

こ
う
し
た
障
害
は
、
体
の
変
調
や
環
境
の

変
化
に
よ
る
も
の
で
、
通
常
は
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
点
を
間
違
え
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
特
に
生
理
不
順
で
出
血
が
十
日

以
上
続
く
よ
う
な
と
き
は
、
「
更
年
期
だ
か

ら
」
と
自
分
で
判
断
を
せ
ず
に
、
病
院
へ
行

っ
て
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
子
宮
が
ん

な
ど
の
病
気
を
見
落
と
す
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
年
一
回
は
検

診
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

厄
年
を
侮
る
な
＝
筑
波
大
学
医

学
部
（
社
会
医
学
系
）
教
授
・
小
町
育

男
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

防犯の日・町民大会

多数の参加をお願いします。

♭と　き11月9日　午前9時から

臣ところ　水巻町中央公民館大ホール
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さわやかな汗を流した一日

バレーとソフトに600人が集う

時
折
、
う
す
日
が
差
す
秋
空
の
下
、
体
育

の
日
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
、
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
十
月
十
二
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
吉
田
小
学
校
と
南
中
学
校
に
は
、

町
内
か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
十
九
チ
ー
ム
・
三

百
二
十
三
名
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
十
八
チ
ー
ム

二
二
百
四
十
二
名
が
参
加
。
家
族
や
地
区
の

応
援
を
う
け
な
が
ら
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
誓

ヒット．′ヒット．′楽しいふんいきでのソフトボールの試合

◇
婦
人
レ
ク
・
バ
レ
ー
◇

宮
田
小
学
校
と
南
中
学
校
会
場
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
姦
い
ま
し
た
。

【
吉
田
小
学
校
会
場
】

▽
優
勝
　
上
二

▽
準
優
勝
　
梅
ノ
木
団
地

【
南
中
学
校
会
場
】

▽
優
勝
　
古
賀
　
▽
準
優
勝
　
み
ず
ほ

◇
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
◇

四
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

パ
ー
ト
で
優
勝
姦
い
ま
し
た
。

【
南
中
学
校
会
場
】

Ａ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

Ｂ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

【
吉
田
小
学
校
会
場
】

Ｃ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

Ｄ
パ
ー
ト
　
優
勝

準
優
勝

猪
熊
下
二
町
住

み
ず
ほ

吉
田
ノ
三

お
か
の
台

上
二
高
松
団
地

吉
田
団
地

ちびっ子力士のこった．／のこった．／

頃末・伊豆神社の相撲大会

ハ
ッ
ケ
ヨ
～
イ
　
の
こ
っ
た
／
　
の
こ
っ

た
／
　
頃
宋
伊
豆
神
社
の
境
内
で
は
、
チ
ビ

ッ
子
た
ち
の
相
撲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
の
収
穫
を
ま
じ
か
に
ひ
か
え
、
今
年
の

豊
穣
を
感
謝
す
る
御
九
日
（
お
く
ん
ち
）
が

町
内
の
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
頃
宋
地
区

で
は
十
三
日
、
伊
豆
神
社
に
沢
山
の
区
民
が

集
ま
り
、
御
神
輿
を
担
ぎ
出
し
て
区
内
を
ね

り
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
ち
び
っ
子
た

ち
の
相
撲
大
会
－
廻
を
絞
め
た
小
学
生
が

土
俵
に
上
が
る
と
、
父
母
た
ち
か
ら
「
ガ
ン

バ
レ
ー
」
「
押
し
て
オ
シ
テ
」
の
大
声
援
。

境
内
に
は
、
露
店
も
出
て
夜
お
そ
く
ま
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

東
洋
緑
地
が
優
勝

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

体
育
協
会
主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
の
決
勝
戦
が
十
月
七
日
行
わ
れ
、
東
洋

緑
地
が
接
戦
の
末
、
優
勝
し
ま
し
た
。

九
月
一
日
か
ら
ナ
イ
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、

こ
の
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
二
十
三
チ
ー
ム

が
参
加
。
二
パ
ー
ト
に
分
か
れ
、
ト
ー
ナ
メ

子
供
た
ち
の
力
の
入
っ
た
坂
り
組
み
　
ン
ト
で
璧
ロ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町内で防犯活動を展開

夜間の補導や街頭啓発

夜間補導を行う防犯協会役員と青少協推進委員さん

「
侵
入
盗
の
防
止
」
「
少
年
非
行
の
防

止
」
を
呼
び
掛
け
る
全
国
防
犯
運
動
（
十
月

十
一
日
～
二
十
日
）
に
合
わ
せ
、
水
巻
町
で

も
防
犯
協
会
♪
青
少
年
問
題
協
議
会
を
中
心

に
夜
間
の
少
年
補
導
や
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
、
防
犯
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

十
四
日
に
は
、
水
巻
町
防
犯
協
会
の
役
員

や
折
尾
警
察
署
員
ら
十
六
人
が
水
巻
駅
前
で

通
勤
者
や
通
学
者
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
を
配
っ
て
、
防
犯
へ
の
協
力
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

十
六
日
に
は
、
青
少
年
問
題
協
議
会
の
推

進
委
鼻
と
防
犯
協
会
の
役
員
が
合
同
で
、
夜

間
の
少
年
補
導
を
行
い
ま
し
た
。
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瞞 感 ′

に
参
加
で
き
な
い
人
。

▽
申
込
み
　
役
場
社
会
課
民
生
係
に
「
ュ
1
月

7
日
」
ま
で
に
、
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
診
査
日
　
1
1
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

国
民
年
金相
談
所
を
開
設

国
民
年
金
保
険
料
は
未
納
に
し
て
お
き
ま

す
と
、
老
齢
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
給
付

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納

付
の
こ
と
で
お
困
り
の
万
、
年
金
が
も
ら
え

る
か
ど
う
か
不
安
に
患
っ
て
る
万
…
・
な
ど

は
、
こ
の
機
会
に
走
非
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
ュ
0
月
2
9
日
、
1
0
月
3
1
日

午
前
ュ
0
時
～
午
後
3
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
相
談
員
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

◎
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
に
も
労
働
基
準
法
、

最
低
賃
金
法
、
労
働
安
全
衛
錠
法
な
ど
の

労
働
関
係
法
令
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
労
働

者
が
安
心
し
て
働
ら
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

◎
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
へ

働
く
場
合
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど

労
働
条
件
を
は
っ
き
り
聞
き
ま
し
ょ
う
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
婦
人
少
年
室
（
蟹
〇

九
ニ
ー
四
二
－
四
八
九
四
）
ま
で
。

図書室を

閉　じます
中央公民館の図書室へ引

越しのため、下記の期間は

図書室を閉じます。

10月30日～11月3日

革
コ
ン
テ
ィ
ア
活
動

体
験
文
を
婁
集

…Ⅲｌ…Ⅲ

在
宅
の
身
体
障
害
者
の
万
に
、
医
師
な
ど

を
派
遣
し
て
の
診
査
や
補
装
具
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
　
重
度
身
体
障
害
者
の
万
で
、
歩

行
困
難
の
た
め
通
院
、
巡
回
相
談
な
ど

県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
に
つ
い
て
、

専
門
家
で
あ
る
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
無
料

相
談
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▽
相
談
内
容
　
土
地
の
売
買
・
賃
貸
借
・
担

保
・
相
続
・
交
換
…
：
そ
の
他

▽
相
談
日
時
毎
月
第
1
、
第
3
金
曜
日

午
後
1
時
～
4
時

▽
相
談
場
所
県
庁
一
階
県
民
相
談
室

※
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は

県
民
相
談
室
（
審
〇
九
二
－
六
五
一
上

二
三
四
）
ま
で
。

（

▽
応
募
資
格
　
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

▽
テ
ー
マ
　
学
校
や
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
文

▽
応
募
方
法
　
①
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
・
四

枚
以
内
⑧
冒
頭
に
テ
ー
マ
、
末
尾
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と

▽
締
切
り
　
ュ
1
月
2
0
日
（
月
）
ま
で

▽
送
り
先
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興
基
金
（

福
岡
市
博
多
区
手
代
一
丁
目
二
番
二
号

福
岡
県
東
公
園
会
館
内
魯
〇
九
二
－
六

五
一
－
〇
二
九
四
）

年
窃
八
カ
キ
予
的
受
付
や

お
年
玉
つ
き
年
賀
ハ
ガ
キ
は
、
十
一
月
五

日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
が
、
唯
今
、
予
約
受

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
早
目
に
最
寄
り
の
郵
便
局
か
切
手
販
売

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
か
あ
さ
ん
の

β
呂
呂
0

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

鶏
肉
の
南
蛮
漬
け

材
料
（
四
人
分
）

赤　し　き　に　ね　砂　し　料鶏
と　よ　ゆ　ん　ぎ　肝　よ　理　も

宗宗易乞　　毒酒畠
ら
し

去芳最孟聖書吾撃
1　1

作
り
方

①
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
下
味
用
の
調

味
料
を
か
ら
め
て
ュ
5
分
は
ど
お
き
ま
す

砂
肝
は
一
個
を
3
～
4
つ
に
切
り
ま
す

⑧
ね
ぎ
は
4
伽
長
さ
に
切
り
、
さ
ら
に
縦

四
つ
切
り
に
し
ま
す
。
に
ん
じ
ん
は
短

冊
切
り
に
し
て
軽
く
ゆ
で
ま
す
。
し
ょ

う
が
は
せ
ん
切
り
に
し
ま
す
。
こ
れ
と

赤
と
う
が
ら
し
南
蛮
酢
の
調
味
料
を
合

わ
せ
て
バ
ッ
ト
に
入
れ
ま
す
。

㊥
揚
げ
油
で
、
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
た
鶏
肉

を
揚
げ
、
砂
肝
は
素
揚
げ
に
し
、
熱
い

う
ち
に
㊥
に
2
0
分
以
上
漬
け
ま
す
。

④
盛
り
つ
け
は
、
短
冊
切
り
の
き
ゅ
う
り

を
彩
り
に
加
え
ま
す
。

（
南
蛮
酢
）
　
米
幣
Ｈ
大
さ
じ
4
、
し
ょ
う

ゆ
1
－
大
さ
じ
2
、
み
り
ん
＝
大
さ
じ
1

％
、
料
理
酒
＝
大
さ
じ
1
％



日
月
の
地
配
ご
と
相
談

他
人
に
話
せ
ず
一
人
で
く
よ
く
よ
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
Ｉ
？
　
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
無
料
相
談
が
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
ュ
4
日
、
⊥
1
月
2
5
日

午
後
1
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
中
央
公
民
館
「
大
・
和
室
」

郡
ロ
ー
ド
し
ー
ス
犬
舎

参
加
歳
を
募
集

れ
も
1
0
ね
　
【
女
子
】
①
小
学
生
の
部

2
ね
㊥
由
学
生
の
部
5
短
㊥
2
9
歳
以
下

の
部
ュ
0
短
④
3
0
歳
以
上
の
部
ュ
0
短

▽
参
加
料
①
小
中
学
生
の
部
且
百
円

㊥
そ
の
他
の
部
＝
手
五
百
円

▽
申
込
方
法
種
目
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別

住
所
を
記
入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
遠

賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
・
第
2
2
回

遠
賀
郡
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
係
ま
で
申

し
込
む
こ
と
。
な
お
、
電
話
に
よ
る
受

付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▽
申
込
締
切
　
1
1
月
ュ
5
日
ま
で
必
着
の
こ
と

▽
詳
し
い
こ
と
は
水
巻
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
築
・
購
入
）
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
受
付
期
間
1
0
月
2
0
日
～
ュ
1
月
2
8
日

な
お
、
中
古
住
宅
購
入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ

ー
ン
も
来
年
3
月
5
日
ま
で
募
乗
中
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
住
宅
金
融
公
庫

業
務
取
扱
金
融
機
関
ま
で
。

愛

の

贈

り

も

の

▽
日
時
ュ
2
月
ュ
4
日
へ
日
）
年
前
9
時
か
ら

▽
会
場
速
習
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
種
目
　
【
男
子
】
①
小
学
生
の
部
2
短
㊥

中
学
生
の
部
5
短
④
一
般
の
部
④
4
0
歳

の
部
④
5
0
歳
の
部
㊥
6
0
歳
の
部
1
1
い
ず

住
宅
金
融
公
庫

馨
の
受
付
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
向
け
住
宅
（

香
典
返
し
と
し
て
次
の
方
々
か
ら
社
会
福

祉
協
議
会
に
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
し
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
吉
田
団
地
　
故
・
川
本
政
夫
殿

川
本
サ
カ
エ
殿

▽
下
　
二
　
　
故
・
書
岡
た
え
子
願

書
岡
　
信
一
殿

▽
頃
未
　
　
故
・
安
部
幸
雄
殿

安
部
久
弥
殿

一

本
　
の
紹
介

「
い
ま
自
然
を
ど
う
見
る
か
」

高
木
仁
三
郎
著

．
ｈ
勒剛

リ
ー
≠
、
い
一
．
1
ｈ
一
・
．
、

鵬
錮
諸′ヽ′一．．
＼

・
Ｈ
′
試
．
よ

書
　
評

今
や
社
会
全
体
が
情
報
化
の
波
に
乗
っ

て
、
私
達
の
環
境
は
日
に
日
に
人
工
的
な
も

の
に
重
点
が
置
か
れ
て
来
て
お
り
ま
す
二

万
、
私
達
人
間
自
身
が
造
物
主
に
よ
っ
て
造

ら
れ
た
大
自
然
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
患
っ

て
み
ま
す
と
き
、
今
日
築
か
れ
よ
う
と
し
て

い
る
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
人
工
環
境
は
、

大
自
然
の
動
き
に
順
応
す
る
よ
う
な
も
の
で

な
い
か
ぎ
の
∴
そ
こ
に
は
当
然
宇
宙
的
制
約

を
被
む
り
、
人
類
の
未
来
を
託
す
る
に
値
す

る
社
会
機
構
に
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

こ
の
よ
う
に
未
来
社
会
像
が
、
そ
れ
ほ
ど

は
っ
き
り
し
て
い
な
い
今
日
、
言
ま
自
然

を
ど
う
み
る
か
■
白
水
社
・
高
木
仁
三
郎
著

は
、
三
の
正
し
い
考
え
方
の
指
針
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
単
な

る
生
態
学
（
レ
オ
ロ
ジ
⊥
的
見
地
か
ら
の

人
間
と
自
然
系
の
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自

然
、
地
球
、
更
に
は
宇
宙
全
体
を
有
機
的
生

命
体
と
し
て
と
ら
え
て
、
埜
局
自
然
観
を

極
め
て
理
論
的
に
展
開
し
て
み
せ
て
く
れ
ま

す
。
表
し
繰
返
し
読
み
、
そ
し
て
自
然
と

人
間
を
深
く
考
え
て
み
る
の
に
値
す
る
名
著

で
す
。

九
州
工
業
大
学
助
教
授

工
博
矢
嶋
虎
夫

掲
載

大 い　え
将 た　ん　こ
で　す 坊 ん
す　ら　だ　に
。つ　と　ち

し希
暮 雪 墜　　 、．鎗　 緻・・‾・ニーこ

麓 ん　け 僕
の
方
は
①

誼 那 禁 ここ：ニ‾，：．：頚；：…；－；・．‥・：＿．……：：

お 団　　 申　す　 0　　たいら　　 せｌｌや
子
さ
竿　 憲 ざ 幸　 平　 詞「也 くん

ん
の
名
前
′‾’ヽフ
リ
ガ
ナ　）

と
生
年
月
日
①
両
親
の
毛
細
㊥
住
所
と
電
話
番
号
（㊨
紹
介
文

ｒヽ釣

、元 も　　 昭　 60　10　 8 日生
埜　 祭 等 豊 （票遥 ）さんの長男

お ］頁　ち
出 戴　 やお
か　の　ん 天
け　ポ　と曳こ＋ ■■膠幣こここミ1を．－
は ｌ外 の　　　　　 ・テ；こニｊ、ここ‘瀞・磯1・．‾－ミ
謝 こさきｉｉ…こ…‾‾ｌＬ・、－．、簑 こ…黛ここニー－1－1ぢ一転

賦 纏 整いさ　やま　けい　いち

要 ｌボ　 ニーーこきゴこち－くキジーこここきこ

完 暫 空＋ 藍証臥㌻ ∵美謂

暫 3 忘＋ 溢監 こ…笠沙．一一．．嶽こ‾‾美津

だ 莞 突　　 一三熱

な　て Ｉ　　　　　　　　 。ここここここニーニー－こも、
80
字
＼ＪＪ

（　 ｋ 芸 誓 ．覧訝 こ‾応≡

頃　 な だ ：

を
記
入
し
ヽ
写
真
を
添
え

宍　 9 い と
ｅ　う　　 かわ　もと　いつ　べい

義　 軍≡監悪蒜荒盈
窯　 雪品 （芸霊）さんの長男

ｒニ‾‾こ‾‾Ｙ・‘‾‾メヘ‾‾こ′ｒ　 デ・ご‾ニここ‾‾醇携衆．．．
な で　 で　 と　　 §…ここここヨｉ

て

庶

務

係

ま

で

お

送

り

下

さ

い

°

言 語 要 義 豊 盛 茫：………ニここ ・揮こ‾

お
つ　 さ 子 さ さこここ費．ニ＿ここここリ駄付加滋帝誉海嶺成選■階数こ＿こ

急 呈 雲 呑 こ ．ニミニーここ一一． よこに＿ここタ＿＿ニ　 達…・・…一一一ニーこ｝－ニーここ※ま

聯　　　 ㍗ニーミ・ニノー】

ミニー－こ一一善一ニー

お た ン ひ き 僕 やま　 きき　 かす　 や

瞳琶苦崇曇
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※
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
は
同
時
に
受
診
で
き

ま
す
。
電
話
で
も
受
付
け
い
た
し
ま
す
の
で

健
康
対
策
係
に
申
し
込
み
下
さ
い
。

母
子
手
帳
の
交
付

▽
日
時
　
ュ
1
月
1
0
日
（
月
）

日
月
2
5
日
（
火
）
午
前
ュ
0
時

健
　
康
　
相
　
談

▽
日
時
及
び
場
所

☆
ュ
1
月
4
日
　
机
山
荘

☆
ュ
1
月
7
日
　
役
場
健
康
相
談
室

☆
ュ
1
月
2
8
日
　
高
松
団
地
集
会
所

〇
時
間
＝
い
ず
れ
も
ュ
0
時
～
ュ
1
時

▽
相
談
内
容
検
尿
、
血
圧
測
定
、
個
人
相

談
。
こ
希
望
の
方
に
は
、
塩
分
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
の
で
、
朝
作
っ
た
「
み
そ

汁
」
を
少
々
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
母
子
保
健
制
度
の
説
明
、
母
子
手

帳
の
使
い
方
、
検
診
結
果
の
説
明
及
び

個
人
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項

①
保
健
所
で
の
妊
婦
検
診
終
了
後
、
ュ
0
日

以
上
経
っ
て
い
る
こ
と
。

⑧
印
鑑
を
持
参
の
こ
と
。

㊥
で
き
る
だ
け
本
人
が
お
い
で
下
さ
い
。

戦没者合同慰霊祭

ご遺族をはじめ町民の皆様の

参列をお願いします0

▽と　き11月12日（水）

午前10時から

▽ところ　水巻町中央公民館

町　の　人　口

（61年9月禾現在）

人　口　　29，930人（＋2人）
男　　14，510人（士0人）
女　　15，420人（＋2人）
世帯数　　9，658世帯（＋9世帯）
（9月の人の動き）
転入129人　転出139人
出生　　32人　死亡　　20人

（）内は前月比

母
　
親
　
学
　
級

四
カ
月
児
健
診

▽
日
時
　
ュ
1
月
ュ
0
日
（
月
）
　
第
1
課

ュ
1
月
ュ
7
日
（
月
）
　
第
2
課

⊥
1
月
2
5
日
（
火
）
　
第
3
課

〇
時
間
は
、
い
ず
れ
も
ュ
3
時
3
0
分
か
ら

子
宮
・
乳
が
ん
検
診

▽
日
時
　
1
1
月
ュ
9
日
（
水
）

受
付
ｕ
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
料
金
　
子
宮
が
ん
　
五
百
円

乳
が
ん
　
五
百
円

▽
定
員
子
宮
が
ん
　
八
〇
人

乳
　
が
ん
　
五
〇
人

▽
日
時
　
ュ
1
月
7
日
（
金
）

○
受
付
午
後
1
時
～
午
後
1
時
3
0
分

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

※
四
カ
月
児
（
6
1
年
6
月
6
日
か
ら
6
1
年

7
月
ュ
0
日
生
）
の
乳
児
に
対
し
て
ハ
ガ
幸
で

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
幸
の
届
い

た
人
は
、
そ
れ
に
記
入
の
う
え
母
子
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
本
人
の
気
に
入
っ
た
お
も
ち

ゃ
を
一
つ
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
い
な

い
万
は
、
健
康
対
策
係
へ
連
絡
し
、
当
日
お

い
で
く
だ
さ
い
。

媒
希
望
者
に
は
、
小
児
ガ
ン
の
検
査
セ
ッ

ト
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

（

▽
場
所
第
1
課

第
2
課

役
場
一
〇
一
大
会
議
室

第
3
課
　
由
央
公
民
館
・
調
理
室

▽
対
象
　
初
産
婦

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳

※
詳
し
い
内
容
は
、
母
子
手
帳
交
付
の
と

き
に
説
明
し
ま
す
。

【
精
密
検
診
】
血
液
検
査
（
貧
血
、
血

糖
、
肝
機
甲
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

中
性
脂
肪
）
、
心
電
図
検
査
。

▽
料
金
精
密
検
診
、
肺
が
ん
検
査
は
、
そ

れ
ぞ
れ
五
百
円
。
（
但
し
、
七
〇
歳
以

上
の
方
、
生
酒
保
護
世
帯
、
非
課
税
世

帯
は
無
料
で
す
）
。

※
肺
が
ん
検
査
は
希
望
者
の
み
で
、
受
診
日

の
七
日
前
か
ら
痕
を
取
り
ま
す
の
で
容
器

を
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

※
今
回
は
胃
が
ん
検
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
定
員
は
成
人
病
検
診
が
一
〇
〇
人
、
肺
が

ん
検
査
は
二
十
人
で
す
。
早
め
に
健
康
対

策
係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

成
人
病
検
診

▽
日
時
　
ュ
1
月
2
7
日
（
木
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
ュ
1
時

▽
場
所
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
内
容
　
【
一
次
検
診
】
検
尿
、
血
圧
測
定

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
医
師
の
診
察

1
1
月
の
し
尿

収
集
予
定
日

1
日
立
屋
敷
、
頃
宋
（
上
、
2
、
3
、
4

7
、
1
0
6
、
猪
熊
6
区

－
日
吉
田
二
6
区
、
吉
田
三
5
区
、
頃
宋

（
7
、
8
、
1
6
区
）
、
猪
熊
2
区

5
日
青
田
三
（
2
、
5
匡
、
頃
宋
（
2
2

2
3
区
、
唐
熊
県
住
）
、
猪
熊
ュ
0
区
、
月
2

回
ま
わ
り
（
環
墓
備
セ
ン
タ
⊥

6
日
吉
田
ニ
（
1
、
2
6
、
吉
田
三
（

ｌ
、
2
、
3
、
5
、
6
区
）
、
頃
宋
（
2
2

2
4
区
、
磨
熊
県
隼
、
猪
熊
（
2
、
4
、

5
区
）

7
日
吉
田
二
（
1
、
2
区
、
御
輪
地
）
、

吉
田
三
（
6
、
8
、
⊥
1
区
、
緑
風
園
、
車

返
し
）
、
猪
熊
（
2
、
3
、
ュ
0
区
）
、
月
2

回
ま
わ
り
（
太
洋
社
）

8
日
下
二
（
7
、
8
区
）
、
林
住
宅
、
宮
田

三
（
緑
風
園
）
、
頃
宋
（
1
、
5
、
巧
ュ
7
、

2
5
区
）
、
新
生
街
（
山
ノ
ロ
団
地
）

1
0
日
吉
田
三
（
垣
添
町
住
）
、
頃
宋
（
9

ュ
0
、
㍗
1
8
、
ュ
9
、
輿
2
1
区
、
松
栄
荘

田
地
）

〓
日
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
下
二
、
吉
田
一

（
川
端
通
豊
、
美
吉
野
団
地
、
頃
宋
（

6
、
2
1
区
、
み
ず
ま
き
苑
、
松
栄
荘
団
地
）

1
2
日
二
、
下
二
、
吉
田
一
（
1
、
5
、
6

7
、
8
区
、
片
山
）
、
吉
田
二
（
滑
石
、

宮
尾
、
本
村
）
、
頃
宋
（
⊥
1
、
冥
ュ
4
区
）

美
吉
野
団
地

1
3
日
立
屋
敷
、
二
（
ュ
、
6
区
）
、
青
田

一
（
3
区
、
月
夜
待
）
、
吉
田
二
（
3
、
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
予
防
接
種
を
受
け
て
感
染

発
病
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
。

▽
対
象
者
　
三
歳
以
上
の
人

▽
実
施
方
法
　
三
週
間
か
ら
四
週
間
の
間
隔

で
二
回
接
種
を
受
け
る
。

▽
実
施
期
間
　
ュ
1
月
1
日
～
ュ
2
月
⊥
4
日

▽
実
施
場
所
　
町
内
の
各
医
院
で
、
診
療
時

間
内
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
五
十
円
。

た
だ
し
、
生
保
世
帯
、
均
等
割
・
非
課

税
世
帯
の
人
及
び
中
学
生
、
小
学
生
、

幼
児
は
無
料
で
す
。

▽
注
意
事
項
　
○
問
診
票
は
各
医
院
の
窓
口

に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
無

料
の
分
は
役
場
健
康
対
策
係
窓
口
に
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
幼
児
の
万
は
、
母
子
手
帳
を
必
ず
持

参
し
て
記
入
し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い

▽
次
の
様
な
人
は
受
け
な
い
で
下

さ
い
。

○
当
日
、
熱
の
あ
る
人

○
体
調
が
著
し
く
惑
い
人

○
慢
性
疾
患
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
腎
疾

患
、
肝
臓
疾
患
）
に
か
か
っ
て
い
る
人

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
人
（
特
に
卵
ア
レ

ル
ギ
ー
の
人
）
、
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

て
一
年
経
過
し
て
な
い
人

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な
ど
に

か
か
っ
て
一
年
以
上
経
過
し
て
な
い
人

※
以
上
で
す
が
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け

の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
の
上
受
け
て
下
さ
い

三
歳
児
健
康
診
査

○
受
付
＝
午
後
1
時
～
午
後
2
時

▽
場
所
　
役
場
一
〇
一
大
会
議
室

▽
対
象
　
紹
和
5
8
年
4
月
1
日
か
ら
詔
和

5
8
年
8
月
3
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供

さ
ん
。
該
当
者
に
は
個
人
通
知
を
出
し

て
い
ま
す
が
、
転
入
等
で
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
な
い
方
は
、
当
日
お
い
で
下
さ
い

▽
内
容
　
身
体
計
測
、
内
科
・
外
科
・
耳

鼻
科
・
眼
科
・
歯
科
の
検
診
。
及
び
育

児
相
談
と
指
導
を
行
い
ま
す
。

最
近
の
お
子
さ
ん
の
発
育
ぶ
り
は
い
か
が

で
す
か
？
　
三
歳
の
こ
の
時
期
は
、
心
も
体

も
一
段
と
ひ
ろ
が
り
の
み
ら
れ
る
大
切
な
と

き
で
す
。
お
子
さ
ん
の
発
育
チ
ェ
ッ
ク
の
た

め
是
非
健
康
診
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
0
月
3
0
日
（
木
）

献
血
に
ご
協
力
を

1
1
月
1
5
日
・
ア
ピ
ロ
ス

北
九
州
赤
十
字
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
街
頭

献
血
」
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。
多
く

の
万
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
ュ
1
月
ュ
5
日
（
土
）

午
前
ュ
0
時
～
午
後
4
時

（
正
午
か
ら
一
時
ま
で
は
昼
休
み
）

▽
場
所
　
ア
ピ
ロ
ス
水
巻
店
（
南
玄
関
前
）

11月の保健ごよみ

日 曜 事　 業　 名 時　　 間 噂　 ．所 ＿

4 火 健康相談 10：00一一11：00 机山荘

錘 木 三種混合（3 回目） 13 ：50～14：30 役場101大会議室

ｋ－ま
漠′さ丁 金

健康相談 10 ：00～11：00 役場健康相談室

4 カ月児健診 13 ：00～13 ：30 役場101大会議室

10 月

母子手帳の交付 10 ：00・一一11：00 役場101大会議室

母親学級 13：00一一15：00 役場101大会議室

13．木 健康教室 10：00～11：00 遠賀保健所（申込者）

17 月 母親学級 13：00～15：00 役場101大会議室

19 水 子宮・乳ガン検診 13：00・・－13：30 役場101大会議室

綾0 木 健康教室 10：00～・11：00 役場101大会議室

綾1 金 療育訓練 13：00・一一17：00 遠賀保健所（予約者）

、25 火

母子手帳の交付 10：00～11：00 役場101大会議室

母親学級 13：00～15：00 中央公民館

27 木 成人病検診 8 ：30～11：00 役場101大会議室

28 金
健康相談 10：00～11：00 高松団地集会所

三種混合（追加日） 13 ：50～14：30 役場101大会議室

5
区
、
大
橋
県
道
筋
）
、
萱
轟
団
地
、

古
賀
、
新
生
街
、
机
社
宅

1
4
日
二
、
二
町
住
、
青
田
一
1
区
、
宮
田

二
（
6
、
7
、
8
区
、
イ
ワ
ゼ
町
住
、
宮

尾
、
御
輪
地
、
大
橋
県
道
筋
）
、
机

1
5
日
二
町
住
、
下
二
町
住
、
吉
田
一
（
3

区
、
商
店
街
）
、
吉
田
三
（
車
返
し
）

1
7
日
吉
田
団
地
（
ュ
9
～
輿
2
7
～
4
3
、
4
6

～
5
6
棟
）
、
樋
口
（
卯
月
、
中
井
樋
口
）

1
8
日
二
（
野
間
町
住
）
、
吉
田
団
地
（
1

～

6

、

8

～

⊥

0

、

⊥

6

～

⊥

8

、

2

3

～

墾

4

4

4

5

、

5

7

、

8

3

～

墾

9

4

～

1

0

1

、

1

0

9

～

1

1

3

棟
）
、
樋
口

1
9
日
吉
田
団
地
（
7
、
ュ
1
～
堕
6
0
～
7
3

7
6
～
墾
　
8
7
～
輿
1
0
2
～
1
0
5
、
1
0
8
棟
）

猪
熊

2
0
日
立
屋
敷
3
区
、
下
二
（
1
、
2
、
3

区
）
、
吉
田
団
地
分
譲
、
猪
熊
町
住
、
月

2
回
ま
わ
り
（
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
）

2
1
日
二
（
1
、
2
区
）
、
下
二
2
区
、
吉

田
ニ
（
9
～
ュ
2
区
、
本
村
）
、
古
賀
県
住

月
2
回
ま
わ
り
（
太
洋
社
）

2
2
日
伊
左
座
2
区
、
二
（
1
、
3
、
4
、

6
区
）
、
樋
口
（
赤
水
、
川
端
通
り
）

2
5
日
伊
左
座
（
2
、
3
区
）
、
二
（
1
、

2

、

4

、

5

区

）

、

下

二

（

4

、

7

、

8

ュ
0
区
、
双
葉
荘
、
幼
稚
園
通
り
）
、

2
6
日
伊
左
座
（
3
、
5
区
）
、
下
二
（
5

6
、
7
区
、
幼
稚
園
通
り
）

2
7
日
み
ず
ほ
団
地
（
1
、
2
、
3
、
4
区
）

猪
熊
、
樋
口

2
8
日
伊
左
座
2
区
、
み
ず
ほ
田
地
（
1
、

2
、
3
、
4
、
5
区
）
、
猪
熊



サ
イ
コ
ロ
お
も
ん
　
　
1

昭
和
二
十
一
年
夏
、
ま
だ
世
の
中
は
敗
戦
で
ご
っ
た
か

え
し
て
い
た
と
き
、
要
平
の
と
こ
ろ
へ
五
十
七
、
八
歳
の

女
の
人
が
尋
ね
て
き
た
。
そ
の
と
き
要
平
は
病
床
に
あ
っ

た
が
、
な
つ
か
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
床
を
離
れ
て
、
そ

の
晩
は
遅
く
ま
で
昔
ば
な
し
に
花
を
さ
か
せ
て
い
た
。
そ

の
人
が
お
も
ん
さ
ん
で
、
こ
れ
か
ら
書
く
「
サ
イ
コ
ロ
お
も

ん
」
は
、
そ
の
と
き
に
記
し
た
メ
モ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

当
時
、
お
も
ん
さ
ん
は
直
方
で
主
人
と
洗
い
炭
業
を
経

営
し
て
い
た
が
、
水
巻
に
両
親
の
遺
骨
を
と
り
に
き
た
つ

い
で
に
、
要
平
の
見
舞
い
に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
。
翌
日
、

会
社
が
休
み
の
筆
者
は
ク
ワ
を
か
つ
い
で
お
も
ん
さ
ん
と

一
緒
に
、
梅
ノ
木
か
ら
浅
川
越
え
す
る
長
谷
不
動
尊
へ
行

っ
た
。
彼
女
の
話
で
は
、
梅
ノ
木
炭
坑
で
両
親
は
死
ん
だ

も
の
の
、
渡
り
坑
夫
の
こ
と
と
て
墓
は
な
く
、
や
む
な
く

不
動
様
の
お
堂
横
に
埋
葬
し
た
と
い
う
。
当
時
、
梅
ノ
木

炭
坑
の
無
縁
仏
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
こ
に
葬
っ
て
い
た
と
い

う
が
、
有
縁
仏
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
仮
理
葬
を
し
て

い
た
と
み
え
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
お
も
ん
さ
ん
の
便
り

で
は
、
直
方
に
墓
を
建
て
た
と
書
い
て
あ
っ
た
。

際
上
に
必
要
な
遊
び
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
に

対
す
る
罪
意
識
は
ま
っ
た
く
な
く
、
宴
会
あ
と
の
バ
ク
チ

は
あ
た
り
前
の
こ
と
で
、
そ
の
果
て
に
鉱
主
は
ヤ
マ
を
賭

け
、
亭
主
は
女
房
や
娘
を
売
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

し
か
も
明
治
時
代
は
、
賭
博
に
対
す
る
刑
法
が
今
と
違

っ
て
い
た
。
そ
れ
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
刑

事
訴
訟
法
が
公
布
さ
れ
て
、
「
賭
博
罪
」
と
「
賭
博
場
開

張
罪
」
は
成
立
し
た
も
の
の
、
こ
れ
は
現
行
犯
で
あ
っ
た

の
で
警
察
の
網
に
か
か
る
率
は
少
な
く
、
そ
こ
で
同
四
十

一
年
（
一
九
〇
八
）
の
柱
内
閣
時
代
に
、
こ
れ
を
非
現
行

犯
に
改
正
し
て
取
り
締
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
国
民
の
射
幸
心
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
盛
ん
に
な

る
一
方
で
、
そ
こ
で
政
府
は
外
国
に
な
ら
っ
て
公
認
賭
博

場
を
開
設
し
た
が
、
こ
れ
が
最
近
に
な
る
と
競
馬
、
競
艇
、

競
輪
と
多
く
な
っ
て
、
し
か
も
体
裁
よ
く
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と

い
っ
て
客
あ
つ
め
に
懸
命
で
あ
る
。
ま
た
、
遊
技
場
の
名

目
に
な
っ
て
い
る
が
、
パ
チ
ン
コ
店
も
至
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
て
、
今
の
国
民
は
楽
し
む
の
に
こ
と
か
か
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
を
政
府
が
認
め
て
い
る
と
あ
っ
て
、
国
民
の

な
か
に
は
家
庭
を
か
え
り
み
な
い
で
、
公
認
賭
博
に
熱
中

す
る
不
心
得
者
が
お
り
、
ま
た
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

で
、
「
○
○
の
収
益
金
は
世
界
中
の
困
っ
た
人
に
役
立
て

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
バ
ク
チ
を
正

当
化
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
明
治
、

大
正
時
代
は
今
と
違
っ
て
娯
楽
施
設

が
な
か
っ
た
の
で
、
バ
ク
チ
は
一
般

庶
民
階
級
の
手
近
か
な
遊
び
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
。
正
月
と
も
な
れ
ば
農

家
の
婦
女
子
で
さ
え
、
勝
負
ご
と
に

熱
中
し
た
時
代
で
あ
る
。
ま
し
て
一

家
の
主
人
と
も
な
れ
ば
、
バ
ク
チ
は

今
の
ゴ
ル
フ
の
よ
う
な
も
の
で
、
交

て
い
ま
す
」
と
、
宣
伝
す
る
不
届
き
者
も

い
る
。
今
の
世
の
中
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

の
で
、
で
き
る
な
ら
ば
射
幸
心
を
押
え
て
、

尊
　
行
か
ぬ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。

勤不
　
　
お
も
ん
の
父
幸
助
は
、
梅
ノ
木
炭
坑
で

谷
　
坑
夫
を
し
て
い
た
が
、
こ
れ
が
根
か
ら
の

長
　
バ
ク
チ
好
き
で
、
再
三
ヤ
マ
の
取
り
締
り

に
ひ
っ
か
か
っ
て
世
話
を
や
か
し
て
い
た
。

お
も
ん
が
十
八
歳
の
と
き
に
幸
助
は
大

き
な
バ
ク
チ
に
手
を
出
し
て
、
そ
の
あ
げ
く
の
果
て
お
も

ん
は
身
売
り
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
、
売
ら
れ
て

い
く
先
は
遠
隔
地
の
遊
郭
や
芸
者
置
屋
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
が
、
幸
い
お
も
ん
は
若
松
の
置
屋
に
て
奉
公
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
血
は
争
え
ぬ
も
の
で
、
お
も
ん
は
幸
助
に
似

て
バ
ク
チ
が
好
き
で
、
し
か
も
自
分
が
父
親
の
バ
ク
チ
で

売
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
暇
さ
え
あ
れ
ば
ひ
と
り
で
サ

イ
コ
ロ
の
手
遊
び
を
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
お
も
ん
は
手

先
の
器
用
な
娘
で
、
子
ど
も
の
と
き
に
遊
ん
だ
お
は
じ
き

や
竹
返
し
は
負
け
た
こ
と
が
な
く
、
ま
た
手
習
い
の
三
味

線
や
踊
り
も
上
達
が
早
く
て
、
こ
れ
に
は
師
匠
が
舌
を
巻

く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
お
も
ん
が
一
人
前
の
芸
者
に
な
っ
た

と
き
、
「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
の
た
と
え
の
如

く
、
サ
イ
の
目
は
思
い
の
ま
ま
に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、

ま
た
花
札
は
す
べ
て
の
札
を
読
む
ま
で
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、
お
も
ん
は
な
じ
み
客
に
連
れ
ら
れ
て
バ
ク
チ

場
へ
行
っ
た
。
そ
こ
は
料
亭
の
奥
座
敷
で
十
人
は
ど
の
客

が
電
燈
の
下
で
、
サ
イ
コ
ロ
バ
ク
チ
に
熱
中
し
て
い
た
。

お
も
ん
の
客
は
常
連
で
あ
る
と
み
え
て
、
す
ぐ
サ
イ
の
目

を
追
っ
た
。
一
時
間
も
す
る
と
、
う
し
ろ
で
み
て
い
た
お

も
ん
は
、
壷
振
り
師
が
と
き
ど
き
サ
イ
コ
ロ
を
す
り
替
え

て
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
お
も
ん
は
大
き
な
勝
負

の
と
き
だ
け
、
そ
れ
と
な
く
客
に
サ
イ
の
目
を
知
ら
せ
た
。

翌
日
、
そ
の
客
が
お
も
ん
の
置
屋
に
尋
ね
て
き
た
。

「
昨
夜
は
お
も
ん
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
大
儲
け
を
さ
せ

じ

ま

え

て
も
ら
っ
た
。
ど
う
か
こ
れ
で
自
前
（
前
借
の
な
い
芸
妓
）

に
な
っ
て
く
れ
」
と
い
っ
て
、
大
金
を
お
い
て
い
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

（
文
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